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である。本研究において、将来推定人口がどう推移するのかを確認するため、RESAS を用い 2 種のパターン・シミ
ュレーションで推計した。パターン 1 は全国の移動率が今後一定程度縮小すると仮定した推計であり、パターン 2
は全国の総移動数が、2000 年から 2015 年の推計値と概ね同水準で、それ以降も推移すると仮定した推計である。
シミュレーション 1 は、合計特殊出生率が人口置換水準（人口を長期的に一定に保てる水準の 2.1）まで上昇した
場合のものであり、シミュレーション 2は、合計特殊出生率が人口置換水準（2.1）まで上昇し、かつ人口移動が均
衡したとき（移動がゼロ）の場合である。将来人口推計（図 1-10）では、2010年の 4,729人を起点とし、2040年


























算を行い、5段階「１＝100％未満、2 ＝100％～105%、3 ＝105%～110%、4 ＝110%～115%、115％以上」に整理した。
社会増減の影響度は、シミュレーション2の総人口をシミュレーション１の総人口の数値に応じて除する計算を行
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